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問　

昭
和
38
年
２
月
に
「
大
島
瀬
戸

架
橋
期
成
同
盟
会
」
が
結
成
さ
れ
、

13
年
の
年
月
を
経
て
昭
和
51
年
７
月

４
日
に
大
島
大
橋
の
開
通
式
が
行
わ

れ
、
大
島
郡
民
の
夢
が
実
現
し
た
。

こ
の
橋
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て

の
大
動
脈
で
あ
り
、
生
命
線
で
も
あ

る
。
改
め
て
橋
の
あ
り
が
た
み
を
痛

感
し
、
先
人
の
ご
英
断
に
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、
大
島
大
橋
に
貨
物
船
が

衝
突
し
た
事
故
で
橋
桁
が
損
傷
し
、

修
復
し
て
も
関
東
大
震
災
ク
ラ
ス
の

地
震
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
元
の

強
度
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
近
い
将
来
、
巨
大
地
震
が
発
生

す
れ
ば
橋
が
倒
壊
す
る
危
険
性
は
大

い
に
あ
り
、
同
様
の
橋
を
建
設
す
る

に
は
莫
大
な
費
用
と
長
い
年
月
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

い
つ
ど
こ
で
地
震
が
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
。
大
規
模
災
害
に
対
す
る

備
え
、
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
の
た
め
、
そ
し
て
今
回
の
事
故
を

契
機
に
、
現
在
の
大
島
大
橋
に
併
設

し
、
船
舶
衝
突
の
リ
ス
ク
が
少
な
い

「
吊
り
橋
状
の
第
二
大
島
大
橋
」
を

建
設
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
子
や
孫
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実

現
を
図
る
た
め
、
中
長
期
的

な
課
題
と
し
て
町
長
の
ご
所

見
を
伺
う
。

答　

現
在
の
大
島
大
橋
に
加

え
て
、
新
た
な
吊
り
橋
状
の

架
橋
に
つ
い
て
は
、
建
設
に

あ
た
り
、
そ
の
形
状
を
問
わ

ず
、
膨
大
な
経
費
と
期
間
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
国

や
県
へ
の
働
き
か
け
等
、
相

当
の
準
備
期
間
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

問　

昨
年
１
月
の
送
水
管
破

断
は
、
橋
の
上
を
車
両
が
通
行
す
る

際
、
振
動
を
繰
り
返
し
受
け
、
小
さ

な
亀
裂
が
増
幅
さ
れ
て
漏
水
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
場
所
に
も
あ
る
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
と
ス
テ
ン
レ
ス
管
の
接

続
部
分
が
破
断
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
今
回
、
貨
物

船
が
衝
突
し
、
破
断
し
た
送
水
管
に

新
た
な
管
を
繋
げ
ば
、
そ
こ
が
弱
点

に
な
り
、
再
び
破
断
し
た
場
合
、
復

旧
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
「
水
」
は
飲
料
水
、
洗
濯
、
入
浴

に
と
、
生
活
に
不
可
欠
で
あ
り
、
生

命
に
も
か
か
わ
る
大
切
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
。

　

大
島
大
橋
に
添
架
さ
れ
た
送
水
管

は
年
に
二
度
も
破
断
し
、
不
便
を
強

い
ら
れ
、
町
民
は
、
現
在
の
送
水
管

一
本
に
依
存
し
た
給
水
に
大
き
な
不

安
を
抱
え
続
け
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
。

　

そ
こ
で
災
害
や
事
故
に
強
い
、
海

底
送
水
管
の
整
備
を
求
め
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町
長
の
ご
所

見
を
伺
う
。

答　

海
底
送
水
管
の
布
設
に
つ
い
て

は
、大
畠
瀬
戸
の
海
底
地
形
や
地
質
、

現
行
の
送
水
管
ル
ー
ト
と
の
兼
ね
合

い
、
事
業
費
負
担
と
い
っ
た
課
題
が

あ
り
、
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

の
構
成
市
町
と
し
て
は
、
契
約
に
基

づ
く
受
水
費
を
負
担
し
な
が
ら
維
持

管
理
費
用
を
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
か
か
る
費
用
を
極
力
水
道
料
金

に
転
嫁
し
な
い
で
済
む
よ
う
な
方
策

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
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昭和51年7月4日　大島大橋開通

　
海
底
送
水
管
の
整
備
を

「
安
心
な
町
」
に

第
二
大
島
大
橋
の
建
設
を


